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東
北
風
景
写
真
家
協
会

第
６
回
定
期
総
会
報
告

１
月
２
９
日
（
日
）
第
６
回
定
期
総
会
を
仙
台
市
・
戦
災
復
興
記
念
館
４
階
研
修
室

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
の
前
に
は
角
館
か
ら
小
松
ひ
と
み
プ
ロ
を
お
招
き
し
、

ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
ほ
ぼ
満
席
の
盛
況
で
大
い
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
（
別
欄
に
要
約
を
掲
載
）
総
会
の
方
は
提
出
さ
れ
た
議
事
・
議
案
は
全
て

拍
手
を
持
っ
て
承
認
さ
れ
無
事
終
了
出
来
ま
し
た
。
当
日
総
会
に
参
加
出
来
な
か
っ

た
会
員
に
は
総
会
資
料
他
を
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

総
会
は
午
後
４
時
１
５
分
よ
り

藤
枝
幹
事
の
司
会
で
開
会
を
宣

言
。
最
初
に
竹
内
会
長
よ
り
昨

年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
お
見
舞
い
が
述
べ
ら
れ
「
当

協
会
も
協
賛
し
、
１
３
年
間
開

催
し
て
き
た
太
平
洋
写
真
学
校

開
催
地
の
北
上
町
も
被
災
し
て

職
員
の
半
数
が
失
わ
れ
、
被
災

直
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
開
始
、
避
難
所
等
に
美
し
い

風
景
写
真
パ
ネ
ル
を
飾
り
、
夜

は
ス
ラ
イ
ド
上
映
で
被
災
者
の

精
神
的
ケ
ア
を
進
め
て
「
風
景

写
真
の
偉
大
な
力
」
に
改
め
て

感
激
。
会
員
の
皆
様
も
写
真
に

係
れ
る
者
と
し
て
、
作
品
と
は

別
に
残
さ
れ
た
美
し
い
風
景
を

記
録
し
後
世
に
残
し
て
く
だ
さ

い
」
と
ご
挨
拶
頂
い
た
。

引
き
続
き
定
足
数
を
確
認

（
出
席
者
５
０
名
、
委
任
状

２
３
名
、
在
籍
会
員
８
８
名
）

し
、
総
会
の
成
立
を
報
告
。
議

長
は
希
望
者
お
ら
ず
、
事
務
局

一
任
で
丸
山
副
会
長
を
選
出
。

議
長
挨
拶
後
議
事
に
入
っ
た

（
１
）
平
成
２
３
年
度
事
業
報

告
は
進
藤
幹
事
長
よ
り
、
一
般

事
項
、
撮
影
会
、
会
報
発
行
状

況
、
役
員
会
・
幹
事
会
開
催
、

会
員
移
動
状
況
報
告
を
説
明
。

（
２
）
２
３
年
度
収
支
報
告
は

渡
邉
会
計
幹
事
が
説
明
。
（

３
）
会
計
監
査
報
告
は
佐
々
木

康
照
監
事
よ
り
帳
簿
、
領
収

書
、
預
金
通
帳
を
監
査
し
正
確

に
処
理
さ
れ
て
い
た
旨
報
告
さ

れ
た
。

会
員
よ
り
会
費
未
納
者
の
扱

い
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
個

別
に
未
納
案
内
を
郵
送
し
て
通

知
し
て
い
る
旨
回
答
。
（
１
）

〜
（
３
）
迄
一
括
承
認
を
得
ま

し
た
。

（
４
）
２
４
年
度
事
業
計
画

（
案
）
は
１
．
撮
影
会
、
２
．

勉
強
会
、
３
．
セ
ミ
ナ
ー
及
び

撮
影
実
習
、
４
．
展
示
発
表

会
、
５
．
組
織
拡
大
、
６
．
季

刊
紙
発
行
に
つ
い
て
進
藤
幹
事

長
が
説
明
。
会
員
よ
り
組
織
拡

大
に
は
独
自
の
コ
ン
テ
ス
ト
実

施
が
必
要
で
は
と
の
質
問
が
あ

り
、
コ
ン
テ
ス
ト
は
事
務
局
窓

口
問
題
で
対
応
が
難
し
い
現
状

を
話
し
、
他
県
で
の
写
真
展
開

催
に
今
後
も
努
力
す
る
旨
説

明
、
了
承
を
得
ま
し
た
。

（
５
）
２
４
年
度
収
支
予
算

（
案
）
は
渡
邉
会
計
幹
事
が
説

明
。
（
４
）
（
５
）
共
一
括
で

承
認
を
得
ま
し
た
。

（
６
）
役
員
交
代
は
幹
事
２
名

の
交
代
が
あ
り
、
そ
の
他
の
役

員
・
幹
事
・
監
事
は
引
き
続
き

留
任
。
幹
事
の
一
部
担
当
業
務

変
更
を
報
告
。

（
７
）
そ
の
他
の
議
事
は
特
に

無
く
全
議
事
承
認
を
得
て
無
事

終
了
致
し
ま
し
た
。
参
加
希
望

者
で
会
場
を
仙
台
ラ
イ
オ
ン
一

番
町
店
に
移
し
、
小
松
プ
ロ
も

加
わ
っ
て
、
岡
部
・
松
本
幹
事

の
司
会
で
懇
親
会
を
開
催
。
各

会
員
持
参
の
賞
品
を
く
じ
引
き

で
選
ぶ
抽
選
会
も
実
施
し
、
楽

し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

小
松
ひ
と
み

ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

東
北
風
景
写
真
家
協
会
主
催

絶
景
〜
永
遠
の
美
・
富
士
山
撮
影
会
報
告

第
3
回
写
真
展
「
美
し
い
日
本
」
開
催

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

「
風
景
写
真
」

２
０
１
１
美
し
い
風
景
写
真

１
０
０
人
展
（
3
月
15
日
〜

27
日
2
回
に
分
け
富
士
フ
イ
ル

ム
仙
台
に
て
展
示
さ
れ
ま
す
）

入
選

渡
邉

正
博
「
黄
色
の
水
辺
」

第
５
１
回
富
士
フ
イ
ル
ム

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞

北
村

幸
一
「
星
に
願
い
を
」

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
仙
台
市

鹿
野

和
司

宮
城
県
仙
台
市

和
田

雅
章

★
第
1
回
撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー

開
催
に
つ
い
て
ご
案
内

今
年
第
1
回
撮
影
実
習
が
決

ま
り
ま
し
た
。

日
時
：
6
月
19
日
（
火
）

午
前
9
時
40
分
集
合

場
所
：
台
原
森
林
公
園
・
撮
影

講
評
会
場
：
青
年
文
化
セ
ン
タ

ー
エ
ッ
グ
ホ
ー
ル

参
加
は
フ
ィ
ル
ム
又
は
デ
ジ
タ

ル
の
選
択
制
。
そ
の
場
で
現
像

し
て
作
品
を
5
点
選
考
し
、
講

評
を
受
け
勉
強
し
ま
す
。
参
加

申
し
込
み
案
内
は
別
途
送
付
。

★
石
巻
市
北
上
町
支
援
撮
影
会

に
つ
い
て
ご
報
告

当
協
会
も
広
告
協
賛
し
て
ま
し

た
太
平
洋
写
真
学
校
は
震
災
の

影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し
た

が
、
コ
ダ
ッ
ク
の
撮
影
会
で
当

協
会
会
員
も
一
部
参
加
し
て
2

月
11
〜
12
日
で
撮
影
会
を
実
施

し
、
参
加
費
の
一
部
を
支
援
金

と
し
て
寄
付
致
し
ま
し
た
。

今
年
2
月
1
〜
3
日
の
期
間

で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
と
紅
富

士
を
撮
影
す
べ
く
、
講
師
の
竹

内
会
長
、
丸
山
副
会
長
を
含
め

29
名
で
、
お
馴
染
み
の
勝
本
運

転
手
と
佐
々
木
ガ
イ
ド
の
さ
く

ら
観
光
を
使
用
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
か
ら
再
び
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
が
旅
行
代
理
店

と
な
り
、
担
当
の
鈴
木
学
氏
が

添
乗
し
ま
し
た
。
仙
台
よ
り
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
を
撮
影
す
べ

く
山
中
湖
に
直
行
。
カ
メ
ラ
を

構
え
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

雲
に
覆
わ
れ
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

は
写
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
宿
で

は
近
ツ
リ
の
鈴
木
氏
よ
り
乾
杯

の
ビ
ー
ル
差
し
入
れ
が
あ
り
、

楽
し
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
早
朝
は
山
中
湖
に
て
紅
富
士

を
撮
影
。
雲
が
少
な
く
時
間
は

短
か
っ
た
で
す
が
目
的
達
成
。

朝
食
後
は
忍
野
村
に
て
撮
影
。

富
士
山
は
雲
に
隠
れ
て
姿
が
見

れ
ず
。
緑
の
休
暇
村
で
昼
食
と

撮
影
。
次
河
口
湖
の
大
石
公
園

に
て
撮
影
。
朝
霧
高
原
で
ト
イ

レ
タ
イ
ム
、
そ
の
間
に
撮
影
。

田
貫
湖
到
着
後
夕
焼
け
富
士
を

撮
影
。
夜
は
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
星

の
撮
影
を
行
っ
た
が
半
月
の
明

か
り
が
強
過
ぎ
、
白
飛
び
し
た

人
が
多
か
っ
た
。
翌
早
朝
は
日

の
出
を
撮
影
。
湖
面
も
凍
っ
て

い
て
楽
し
め
た
。
富
士
山
撮
影

は
初
め
て
の
参
加
者
も
数
名
い

た
の
で
朝
食
後
は
本
栖
湖
に
立

ち
寄
り
、
岡
田
紅
陽
で
有
名
な

千
円
札
富
士
山
を
撮
影
。
そ
の

後
、
氷
の
彫
刻
が
あ
る
野
鳥
の

森
で
は
今
迄
に
な
い
多
く
の
氷

彫
刻
を
撮
影
。
今
年
は
富
士
山

に
雪
が
少
く
、
山
襞
の
荒
々
し

い
景
色
を
撮
影
で
き
た
。

写
真
誌
「
風
景
写
真
」
や

「
河
北
写
真
展
」
の
審
査
員
と

し
て
お
馴
染
み
の
、
小
松
プ
ロ

を
お
迎
え
し
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
な
が
ら
の
１
時
間
半
の
セ
ミ

ナ
ー
で
、
心
に
残
っ
た
要
点
を

記
し
ま
す
。

写
真
家
へ
の
道

社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム

ユ
ニ
チ
カ
で
活
躍
さ
れ
た
後
故

郷
角
館
に
戻
ら
れ
た
。
地
元
の

写
真
家
千
葉
克
介
氏
の
も
と
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
当

初
は
機
材
等
の
サ
ポ
ー
ト
が
主

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
３
年
ほ
ど

経
た
頃
、
被
写
体
に
感
動
し
て

自
分
で
も
写
し
て
み
た
く
な

る
。
師
匠
よ
り
５
０
ｍ
ｍ
レ
ン

ズ
と
ニ
コ
ン
を
戴
き
、
兎
に
角

毎
日
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
て
き
た
。
先
生
の
も
と
で

17
年
、
独
立
し
て
11
年
一
期

一
会
の
被
写
体
に
自
分
の
想

い
を
寄
せ
て
き
た
。

風
景
写
真
へ
の
い
ざ
な
い

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
、
レ
ン
ズ
の
目
で
ち
ゃ
ん

と
見
よ
う
、
前
景
、
中
景
、

背
景
な
ど
、
画
面
の
隅
々
ま

で
見
え
る
よ
う
に
体
が
覚
え

て
く
れ
る
。
日
頃
か
ら
自
然

の
変
化
、
生
活
と
の
係
り
、

人
の
心
に
想
い
を
馳
せ
て
い

れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
構
図
も

見
え
て
く
る
。
自
分
が
被
写

体
に
接
す
る
と
き
、
感
じ
た

こ
と
を
メ
モ
し
て
お
こ
う
。

タ
イ
ト
ル
に
も
結
び
付
い
て

い
く
だ
ろ
う
。
歳
時
記
、
二

十
四
節
季
、
七
十
二
候
な

ど
、
微
妙
な
季
節
の
移
ろ
い

の
感
覚
を
大
切
に
し
た
い
。

さ
く
ら
・
桜

全
国
各
地
の
見
事
な
桜
の
写

真
。
そ
の
土
地
の
特
徴
、
空
模

様
は
も
と
よ
り
、
守
っ
て
き
た

人
々
と
の
対
話
ま
で
も
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
な
作
品
群
は
、

「
ひ
と
み
の
桜
」
と
で
も
呼
び

た
い
ほ
ど
で
あ
る
。
主
宰
さ
れ

て
い
る
角
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ぷ

か
ぷ
館
」
そ
ば
の
桜
並
木
の
道

も
印
象
的
。
な
ん
と
自
分
自
身

の
不
安
感
を
浅
い
絞
り
に
入
れ

込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
被
写
体
へ
想
い

を
寄
せ
て
い
る
と
、
そ
れ
に
応

え
て
く
れ
る
瞬
間
が
来
る
よ
う

で
あ
る
。

み
ち
の
く
の
風
景

桜
と
新
緑
が
一
緒
に
会
え
る

の
は
み
ち
の
く
の
宝
物
。
他
の

既
に
案
内
済
み
で
す
が
6
月
1

日
（
金
）
〜
6
日
（
水
）
の
期
間

当
協
会
写
真
展
を
行
い
ま
す
。
場

所
は
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

5
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ｂ
）
全
室
使

用
し
て
展
示
し
ま
す
。
2
月
20
日

の
申
し
込
み
締
め
切
り
日
ま
で
に

出
展
の
返
信
は
が
き
を
頂
い
た
会

員
は
38
名
で
前
回
開
催
時
よ
り
少

な
い
申
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ご
返
事
出
さ
れ
て
い
な

い
会
員
の
方
は
ま
だ
間
に
合
い
ま

す
の
で
是
非
ご
出
展
を
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
作
品
選

考
希
望
の
会
員
は
20
名
以
上
お

り
ま
す
の
で
、
2
日
間
の
日
程

を
組
み
戦
災
復
興
記
念
館
に
て

行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。
会
員

各
自
の
予
定
に
つ
い
て
は
改
め

て
希
望
日
時
を
お
聞
き
し
ま

す
。
尚
、
仙
台
だ
け
で
な
く
他

県
で
も
開
催
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

樹
木
に
も
気
を
付
け
て
、
自
分

な
り
の
風
景
を
求
め
よ
う
。
自

分
が
見
る
気
に
な
れ
ば
、
身
近

に
色
々
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

く
る
。
白
神
の
ブ
ナ
の
森
は
年

に
よ
っ
て
雪
の
具
合
、
芽
吹
き

の
様
子
も
違
う
。
ブ
ナ
の
峰
走

り
と
い
う
よ
う
に
、
新
緑
は
里

か
ら
山
へ
、
紅
葉
は
山
か
ら
里

へ
進
ん
で
く
る
。
森
は
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
表
情
を
持
っ
て
い

る
。
植
物
の
種
類
や
水
と
の
関

わ
り
等
に
疑
問
を
持
つ
と
、
新

し
い
目
が
開
け
て
く
る
。
身
近

な
風
景
、
地
元
だ
か
ら
こ
そ
見

え
て
く
る
も
の
も
あ
る
。
広
め

の
景
色
、
動
き
の
あ
る
展
開
、

横
位
置
、
縦
位
置
な
ど
、
自
分

で
探
し
て
色
々
写
し
て
デ
ー
タ

を
取
ろ
う
。
何
よ
り
も
素
直
な

心
で
、
体
で
感
じ
な
が
ら
被
写

体
と
向
き
合
い
た
い
。

撮
影
へ
の
備
え

白
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て
6

日
間
粘
っ
て
、
白
い
雲
が
懸
っ

た
山
並
み
を
写
し
た
。
樹
氷
の

森
吉
山
で
は
長
時
間
粘
り
、
遭

難
し
か
か
っ
た
。
ま
た
厳
冬
の

八
幡
平
で
凍
傷
に
や
ら
れ
た
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
苦
闘
し

つ
つ
得
ら
れ
た
樹
氷
な
ど
目
を

見
張
る
も
の
。
プ
ロ
と
し
て
の

凄
さ
、
厳
し
さ
を
感
じ
る
。
各

地
の
桜
撮
影
に
は
、
前
も
っ
て

ロ
ケ
ハ
ン
を
行
い
、
被
写
体
の

み
な
ら
ず
、
地
元
の
様
子
、
関

係
者
の
了
解
、
滞
在
す
る
と
き

の
備
え
を
確
認
す
る
。
未
知
の

土
地
、
特
に
雪
山
な
ど
は
ガ
イ

ド
を
頼
み
、
事
前
に
十
分
準
備

し
、
い
か
な
る
事
態
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
万
全
を
期
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
被
写
体
へ
の

想
い
に
駆
ら
れ
て
撮
ら
せ
て
も

ら
う
と
、
そ
の
想
い
が
作
品
に

乗
り
移
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
感

じ
た
。

（
記
・
秋
葉
健
一
）

新
役
員
の
紹
介

撮影担当
古山恵子

写真展担当
岡部晃次

会計監事
古山善一郎
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写
真
・
4
・
・
・
こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

私
感
・
撮
影
手
段
検
証

一
年
前
、
事
業
計
画
な
ど

が
盛
ら
れ
た
会
報
15
号
を
発

行
し
た
。
そ
の
直
後
大
震
災

に
見
舞
わ
れ
、
今
日
ど
う
生

き
る
か
と
い
う
緊
迫
し
た
事

態
に
し
ば
ら
く
は
写
真
に
思

い
が
及
ぶ
状
況
で
は
な
か
っ

た
。そ

ん
な
中
で
当
協
会
で

は
、
「
震
災
を
乗
り
越
え
て

進
も
う
」
と
の
決
意
の
も
と

に
、
六
月
の
第
16
号
に
は
会

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
、
で

き
る
と
こ
ろ
で
活
動
を
す
る

こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

「
美
し
い
日
本
」
を
写
し

撮
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
き
た

私
た
ち
も
、
写
真
の
持
つ
力

の
大
き
さ
を
、
そ
の
後
の
被

災
地
の
報
道
な
ど
で
も
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
な
か

で
も
、
震
災
前
に
予
定
し
た

企
画
も
順
調
に
実
行
で
き
、

こ
の
季
報
も
定
期
に
発
行
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

編
集
後
記

写
真
美
術
館
め
ぐ
り

山
中
湖
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

都
市
の
中
の
原
始
林
と

呼
ん
で
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ

う
か
？

ほ
と
ん
ど
人
の

手
が
加
わ
っ
て
い
な
い
自

然
植
生
の
森
が
、
東
北
大

学
植
物
園
で
あ
り
、
天
然

記
念
物
「
青
葉
山
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
身
近
に

あ
る
原
始
の
森
に
浸
っ
て

み
よ
う
。

三
月
二
十
日
開
園
の
こ

ろ
、
マ
ン
サ
ク
、
キ
ブ

シ
、
水
芭
蕉
、
リ
ュ
ウ
キ

ン
カ
な
ど
早
咲
き
の
春
の

花
が
見
ら
れ
る
。
入
口
近

く
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
〜

湿
生
園
エ
リ
ア
は
人
工
的

に
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
、

特
に
春
に
は
イ
カ
リ
ソ

ウ
、
ク
リ
ン
ソ
ウ
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
野

の
花
、
山
の
花
が
咲
き
誇

り
見
ご
た
え
が
あ
る
。

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
入
口

の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
大
木

は
モ
ミ
の
森
を
バ
ッ
ク
に

一
段
と
映
え
、
も
し
雨
模

様
な
ら
な
お
風
情
あ
る
も

の
に
な
ろ
う
。

多
く
の
遊
歩
道
が
あ
る

が
急
坂
が
多
い
の
で
ス
ニ

ー
カ
な
ど
を
履
い
て
行
こ

う
。
沢
道
沿
い
に
は
ス
ミ

レ
や
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
が
見

ら
れ
る
。
針
葉
樹
に
覆
わ

れ
た
モ
ミ
ノ
キ
道
あ
る
い

は
カ
タ
ク
リ
道
を
経
て
最
高

部
の
見
晴
台
に
至
る
。
仙
台

城
〜
工
学
部
の
市
道
へ
の
出

口
専
用
の
裏
門
も
あ
る
。
こ

こ
か
ら
西
側
方
向
に
行
く
と

カ
タ
ク
リ
の
群
落
が
見
事
で

あ
る
。
林
間
に
工
学
部
の
建

物
が
見
え
隠
れ
す
る
中
を
進

む
と
青
葉
山
ゲ
ー
ト
が
あ

る
。
こ
の
辺
に
来
る
と
コ
ナ

ラ
、
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
な
ど

の
広
葉
樹
が
目
立
っ
て
く

る
。
新
緑
を
逆
光
に
通
し
て

み
る
の
も
面
白
い
。
新
緑
が

美
し
い
と
こ
ろ
は
紅
葉
も
美

し
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

こ
こ
も
例
外
で
は
な
い
。
急

斜
面
を
バ
ッ
ク
に
し
た
ハ
ウ

チ
ワ
カ
エ
デ
の
紅
葉
も
あ
ざ

や
か
で
あ
る
。
西
側
の
最
上

古
街
道
沿
い
に
は
、
旧
跡
・

遺
構
が
点
在
し
歴
史
の
重
み

を
感
じ
さ
せ
る
。

東
北
大
学
の
川
内
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ

ス
に
ま
た
が
る
広
大
な
自
然

植
物
園
で
あ
り
、
折
々
に
訪

ね
て
散
策
す
れ
ば
新
た
な
発

見
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

入
園
料

二
二
〇
円
、
年
間

パ
ス
ポ
ー
ト
（
千
円
）
あ
り

月
曜
休
園
12
月
〜
3
月
中
旬

閉
園

（
秋
葉
健
一
）

山
中
湖
畔
の
丘
の
森
の
中

に
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
静
か

に
佇
ん
で
い
た
。

写
真
家
の
冨
塚
晴
夫
さ
ん

と
夫
人
の
写
真
家
で
あ
る
冨

塚
裕
子
さ
ん
が
運
営
す
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
は
、
ホ
ー
ル
に
所

狭
し
と
飾
ら
れ
た
富
士
山
の

写
真
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
地

元
の
写
真
家
で
な
け
れ
ば
撮

れ
な
い
決
定
的
瞬
間
を
切
り

取
っ
た
、
素
晴
ら
し
い
貴
重

な
作
品
に
圧
倒
さ
れ
、
心
が

洗
わ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
親
し
み

の
あ
る
雰
囲
気
に
各
地
か
ら

訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
多
く
、
私

が
訪
問
し
た
お
り
も
、
東
京

か
ら
訪
れ
た
夫
婦
が
コ
ー
ヒ

を
飲
み
な
が
ら
歓
談
し
て
い

た
。
威
容
、
迫
力
、
癒

し
、
哀
愁
、
郷
愁
、
包
容

力
、
四
季
お
り
お
り
の
富

士
山
の
姿
は
一
日
中
み
て

い
て
も
飽
き
な
い
大
き
な

魅
力
が
あ
る
。

冨
塚
さ
ん
は
長
年
ア
メ

リ
カ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
プ

ロ
写
真
家
と
し
て
人
物
撮

影
、
広
告
写
真
を
手
が
け

て
、
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ

ン
、
カ
ー
ク
ダ
グ
ラ
ス
他

多
数
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を

撮
影
さ
れ
、
壁
面
に
は
こ

れ
等
多
数
の
作
品
も
飾
ら

れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後

富
士
山
に
近
く
、
仕
事
で

東
京
へ
も
出
や
す
い
山
中

湖
畔
に
現
在
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
開
設
、
居
を
か
ま
え

た
と
の
こ
と
で
す
。

〒
四
〇
一-

〇
五
〇
二

山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖

村
平
野
五
〇
八-

三
八
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５
５-

６
２-

１
７
０
１

開
館
９
時
30
分
〜
17
時
、

入
場
料
五
百
円

水
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休
館

h
t
t
p
.
/
/
w
w
w
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4.
o
c
n
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n
e
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h
o
t
o
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g
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（
竹
内
正
）

き
っ
か
け

大
震
災
か
ら
一
年
た
っ

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
止

ま
り
、
街
の
店
も
閉
ま
っ

た
ま
ま
。
半
月
ほ
ど
し
て

近
く
の
書
店
は
開
い
た

が
、
新
た
な
本
の
入
荷
は

な
い
。
在
庫
の
本
が
ど
ん

ど
ん
売
れ
て
？
本
棚
も
が

ら
が
ら
に
な
っ
た
。
そ
こ

に
フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
検
定

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
横
た

わ
っ
て
い
る
の
が
目
に
と

ま
り
買
っ
て
み
た
。

フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
？

一
通
り
落
ち
着
い
た

頃
、
本
を
開
く
。
カ
メ
ラ

に
関
す
る
仕
事
に
従
事
す

る
人
や
趣
味
で
写
真
を
楽

し
ん
で
い
る
方
が
自
分
の

技
術
レ
ベ
ル
の
確
認
の
目

安
と
な
る
ら
し
い
。

基
本
的
な
知
識
・
技
法

の
三
級
の
レ
ベ
ル
か
ら
、

一
般
的
〜
中
程
度
の
二

級
、
上
級
レ
ベ
ル
の
準
一

級
、
高
度
な
知
識
・
技
法

の
一
級
と
区
分
さ
れ
る
。

写
真
に
関
す
る
広
い
範
囲

の
教
養
が
試
さ
れ
る
。

受
け
て
み
る
か

毎
年
十
一
月
に
全
国
各

地
で
試
験
が
行
わ
れ
、
去

年
で
九
回
目
に
な
る
。
共

通
問
題
が
三
分
の
二
と
選

択
問
題
か
ら
な
る
。
選
択

は
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
お
よ
び
フ

ォ
ト
レ
タ
ッ
チ
分
野
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
は
日
進
月
歩

で
新
し
い
知
識
が
増
え
て
い
る

こ
と
、
レ
タ
ッ
チ
は
何
と
言
っ

て
も
実
践
の
多
さ
が
必
須
で
あ

ろ
う
。
さ
て
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ

ラ
分
野
は
昔
？
か
ら
の
知
識
・

技
術
が
か
す
か
に
生
き
延
び
て

い
る
よ
う
だ
。

フ
ィ
ル
ム
現
像
、
引
き
伸
ば

し
、
焼
き
付
け
な
ど
な
つ
か
し

い
言
葉
が
で
て
く
る
。
自
分
で

体
験
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て

久
し
い
。
で
も
暗
室
で
の
仄
か

な
光
、
薬
品
の
に
お
い
、
印

画
紙
に
浮
か
び
上
が
る
画

像
、
水
洗
い
な
ど
、
体
が
覚

え
て
い
る
感
覚
が
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
蘇
っ
て
く

る
。
そ
う
だ
昭
和
の
遺
物

と
い
わ
れ
よ
う
と
、
フ
ィ

ル
ム
分
野
を
選
ぼ
う
。
半

ば
野
次
馬
根
性
で
応
募
。

試

験
試
験
は
十
一
月
二
十

日
、
五
橋
の
シ
ョ
ー
ケ-

ビ

ル
で
行
わ
れ
た
。
数
十
名

の
受
験
者
の
う
ち
女
性
の

方
も
チ
ラ
ホ
ラ
、
一
見
す

る
と
大
多
数
が
二
十
〜
三

十
代
、
七
十
越
し
た
老
人

が
一
人
迷
い
込
ん
だ
感
じ

で
あ
る
。

八
十
分
で
八
十
題
、
じ

っ
く
り
考
え
て
い
る
余
裕

は
な
い
。
即
座
に
回
答
し

て
い
か
な
い
と
間
に
合
わ

な
い
。

合
格
証

一
ヶ
月
後
に
フ
ォ
ト
マ

ス
タ
ー
準
一
級
の
合
格
証

が
届
い
た
。
今
ま
で
の
こ

と
が
ら
を
整
理
で
き
、
と

り
わ
け
フ
ィ
ル
ム
写
真
を

郷
愁
を
感
じ
つ
つ
見
つ
め

直
せ
た
の
も
思
い
出
に
な

ろ
う
。

あ
な
た
は
「
フ
ィ
ル
ム
派

？
デ
ジ
タ
ル
派
？
そ
れ
と
も

両
刀
使
い
？
」

昨
今
の
私
も
両
刀
使
い
な
の

だ
が
、
撮
影
手
段
を
検
証
し

て
み
る
と
、
あ
ま
り
の
違
い

に
困
惑
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
撮
影
ま
で
の
手
順
を
考

え
る
と
、

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
は
、
①
電

池
を
確
認
、
②
フ
ィ
ル
ム
を

入
れ
る
、
③
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
見
て
構
図
を
決
め
る
、
④

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
、
①

電
池
を
確
認
、
②
メ
デ
ィ
ア

を
入
れ
る
、
③
画
素
数
、
画

質
を
確
認
、
④
フ
ァ
イ
ル
形

式
確
認
、
⑤
カ
ラ
ー
モ
ー
ド

設
定
、
⑥
Ｉ
Ｓ
Ｏ
確
認
、
⑦

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
見
て
構
図

を
決
め
る
、
⑧
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
す
、
⑨
画
像
を
確
認
す

る
。
不
満
な
と
き
は
、
⑩
設

定
を
変
え
て
再
撮
影
。
て
な

具
合
で
、
露
出
設
定
は
同
じ

と
考
え
て
も
、
悠
に
何
ス
テ

ッ
プ
も
手
間
が
か
か
る
の
で

あ
る
。
そ
ん
な
こ
ん
な
し
て

い
る
う
ち
に
、
被
写
体
は
時

間
と
と
も
に
変
化
し
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
は
過
去
の

も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は

連
写
で
バ
ン
バ
ン
撮
れ
ば
い

い
ん
だ
よ
。
っ
て
言
う
お
方

も
い
る
け
れ
ど
、
連
続
写
真

の
一
コ
マ
を
作
品
に
切
り
と

っ
て
も
、
そ
れ
っ
て
本
当
に

あ
な
た
が
精
魂
こ
め
て
押
し

た
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
の
？

カ

メ
ラ
が
撮
っ
た
写
真
じ
ゃ
あ

な
い
の
？
っ
て
思
う
の
は
私

だ
け
？

こ
ん
な
に
も
面
倒
臭
い
？

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
な
の

に
、
今
や
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ

は
遠
い
記
憶
の
も
の
と
な
り

肩
身
を
狭
く
し
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
は
猫
も
杓
子
も
百
花

繚
乱
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
や
は
り
「
撮
っ

て
す
ぐ
見
ら
れ
る
」
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
写
し
た
も
の
が

確
認
で
き
る
安
心
感
は
、
撮

影
す
る
と
き
の
気
持
ち
の
入

れ
方
を
希
薄
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
私
は
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
を
使
う
時
も
、
フ
ィ
ル

ム
カ
メ
ラ
を
使
う
気
持
ち
で

被
写
体
に
対
峙
し
た
い
と
思

う
昨
今
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
撮
影
手
順
を
な
る
べ

く
簡
素
化
し
て
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
チ
ャ
ン
ス
に
集
中
す
る
！

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
便
利
さ
を

十
分
理
解
し
た
う
え
で
気
迫

を
こ
め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
ま
し
ょ
う
。
カ
メ
ラ
に
フ

ィ
ル
ム
が
入
っ
て
い
る
気
持

ち
で
。

（
丸
山
慎
一
）

青
葉
山
植
物
園

Ｔ
Ｒ
Ｙ

フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー

秋

葉

健

一

★
富
士
山
撮
影
会
の
勉
強
会

開
催
に
つ
い
て
ご
案
内

2
月
初
旬
に
実
施
し
ま
し
た

協
会
主
催
・
富
士
山
撮
影
会

の
勉
強
会
を
左
記
の
日
程
・

場
所
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

撮
影
会
不
参
加
の
会
員
も
自

由
に
ご
参
加
が
可
能
で
す
。

是
非
お
出
掛
け
下
さ
い
。

日
時
：
3
月
6
日
（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
：
戦
災
復
興
記
念
館

４
階
研
修
室

前
号
お
知
ら
せ
欄
に
て

案
内
し
ま
し
た
戦
災
復
興

記
念
館
開
館
３
０
周
年
記

念
写
真
展
で
は
皆
様
の
ご

協
力
を
頂
戴
し
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様

で
竹
内
会
長
を
含
め
24
名

の
会
員
に
半
切
・
全
紙
を

合
わ
せ
41
点
の
作
品
提
供

を
頂
き
ま
し
た
。
1
月
30

〜
31
日
は
４
階
第
２
会
議

室
で
２
月
１
日
〜
28
日
迄

は
１
階
ロ
ビ
ー
の
パ
ネ
ル

に
展
示
。
会
館
職
員
に
依

る
と
大
変
好
評
で
機
会
を

作
り
又
展
示
を
お
願
い
し

た
い
と
の
こ
と
。
そ
の
節

は
又
ご
協
力
願
い
ま
す
。


